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　21世紀 COE 史資料ハブ地域文化研究拠点
の拠点リーダーを務めます藤井と申します。
今日は年度末のお忙しいところ、また天候も
良好と言えないなかお集まりいただきまして
誠にありがとうございます。本日のシンポジ
ウムの基調スピーチという形をとりまして、
我々の 21世紀 COEプログラムがいかなる理
念を掲げ、何を目標として推進されているの
か、そして今年度、何がどこまで達成された
のかということについて、手短にご説明申し
上げたいと思います。そのなかで、本日のシ
ンポジウムにおいて取り上げられる課題が、
我々の掲げている理念と目標にどのように関
わっているのかということが、明らかになる
のではないかと思います。
　我々が、21世紀 COEプログラムにおいて
「史資料ハブ地域文化研究拠点」というちょっ
と耳慣れない言葉を掲げて研究事業を展開す
るに至りました背景には、日本における地域
研究の来歴を再検討するところから新たな出
発を遂げたいという思いがこめられておりま
した。戦後日本に地域研究という研究手法が
アメリカから導入されてから、50年ほどの
時間が経過しました。その間、研究の方法論
をめぐっては、何回も繰り返し繰り返し考究
が加えられてきました。また、理論の現実面
への適用、そしてその現実の場面からフィー
ドバックされてくるものによって理論をさら
に洗練していくということについては、しか
るべき蓄積と実績を日本の地域研究は挙げて
きたと思っております。わけても京都大学の
方々が中心となって進めてこられた一連の検
討作業は、世界に誇るべき内実を持っている
と確信しております。ただ、こうした日本に
おける地域研究というものを、もう少し広
い視野で振り返って見ますと、やはりそこに
幾つかの空白が存在するのではないかという
ことに気付かざるを得なかったわけです。そ
の空白というものが何であるかというと、そ
れは、地域研究を支える史資料基盤そのも
のだったわけです。つまり、我々はアジアや
アフリカを研究しなければならないといって
実際に彼の地に出向き、社会的にはアジアや
アフリカとの関係が重要であると語ってきた
わけですけれども、そうした研究活動やその
成果の社会への還元を支える史資料基盤に目
を向けますと、表面から見える充実した活動
とは裏腹に、大きな問題が横たわっているの
に気付かされるわけです。地域研究に関わる
個人なりグループ、あるいは研究機関がその
目的に沿った範囲で個々には資料を集めては
いるのですが、そこには史資料総体のあるべ
き姿をめぐる議論がなされているわけでもな
く、何らの連携や調整も存在していません。
あからさまな表現をいたしますれば、てんで
ばらばらに資料は集められてきたのです。重
複や囲い込みが、問題となることは無かった
わけではありませんが、それを論議する場が
設けられることは稀でした。アジア・アフリ
カ地域の資料を包括的に扱い、地域研究のあ
るべき姿を資料面から支えるインフラの整備
という発想は、この 50年を振りかえりまし
ても、ついぞ生まれてくることはなかったの
です。つまり、我々はアジア･アフリカ地域
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研究を語りながら、実際のところそれを支え
る史資料面の充実に目を向けることなく歩ん
できたのではないか。そうした自省に立脚し
て我々はこのプロジェクトを立ち上げたわけ
です。
　現状を見ましても、日本にはアジア･アフ
リカ地域研究を目標として掲げる研究機関が
いくつもありますけれども、そこにおいて資
料収集のために協調や連携、あるいはネット
ワーク機能が存在しているかというと、心も
とないものといわざるをえません。また、国
際的に資料の収集を行っている研究所蔵機関
との連携というものも、個々には行われてい
るのでしょうが、それが日本のアジア･アフ
リカ地域研究総体の向上につながるような形
では機能しておらず、社会的に還元されてい
るとは言い難い面が残されています。さらに、
これは日本における地域研究の将来を考えま
すと、非常に重要な問題となってくると思わ
れるのですが、アジア・アフリカ地域の言語
に通じた専門司書が非常に不足しているとい
うか、ほとんど存在していない実情は、やは
り指摘せざるをえないと思っております。つ
まり、日本における資料の収集というのは研
究者、あるいは大学における研究員が自分の
目的に沿った形で行うだけで、専門司書がプ
ロの立場からあるべき資料基盤を構築すると
いう形態は日本には存在していないのです。
もちろん、漢籍や朝鮮語文献をめぐる事情
は、別なのでしょうけれども。さらにもう少
し視野を広げますと、アジア･アフリカ研究
に関わる文書館機能の不在ということがあげ
られると思います。その一つの例を挙げたい
と思います。数年前、日本とインドの経済関
係に非常に大きな役割を果たした企業が経済
危機のなかで倒産してしまいました。その報
を聞いたときに私がまず何を思ったのかとい
うと、ああこれで日印経済関係史にとって貴
重な企業資料が失われていくのだな、という
ことでした。早速、私は伝手をたどって何人
かの人に連絡を取り、倒産した会社の資料が
保存できないものだろうかと相談してみまし
た。私がお願いした方々は、八方手を尽して
くださったようでしたけれども、まずはそう
した資料を受けいれる機関や機能が日本には
存在していないということ、またそうした緊
急事態に対応するような予算的な裏づけもあ
りませんでしたから、結局のところ、戦後の
みならず戦前から日印経済関係において重要
な役割を果たしてきた企業資料は散逸し、失
われてしまったわけです。恐らくこれは、氷
山の一角の例に過ぎないと思われます。この
50年を振りかえって見ましても、日本にお
いてはそうした本来保存されてしかるべき文
書類が「私」のレベルにおいても、こうした
企業や機関のレベルにおいても、ことによる
と政府のレベルにおいてすら、数多失われて
きたのではないかと思われます。つまり、文
書館機能の不在というものがアジア・アフリ
カ研究の前に横たわっているのです。このこ
とも、本 COEプロジェクトのなかで、検討
を加えていこうとしている重要な柱の一つな
のです。我々はこうした現状をなんとか改善
の方向に持っていきたいと思います。そのた
めには、いままで、個々にばらばらに活動し
てきた研究者、図書館、文書館関係者が、直
面してきた問題をざっくばらんに話し合うた
めに、まずを一堂に会してみようではないか
と思ったわけです。
　我々は単に研究するだけではなくて、研
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究の基盤を整備しつつ 21世紀における日本
のアジア･アフリカ地域研究のあるべき姿を
考えてゆきたいと思います。それがこのプロ
ジェクトの出発点であったわけです。世界に
目を向けますと、特にアメリカとイギリスは
この分野においては先駆的な役割を果たして
おります。例えば、アメリカではイギリス国
立図書館とのあいだで史資料保存のための共
同事業が進められており、アジア･アフリカ
地域の言語資料の包括的なマイクロ化がおこ
なわれております。かつて行われていたアメ
リカやイギリスの史資料収集というのは、ま
さに収奪型のそれであって、ドルとポンド
の力にものを言わせて、現地からありとあら
ゆるものを持ってきてしまうというものでし
た。ところが、最近ではそうした方法はもう
全く影をひそめてしまって、代わってそこに
見られるようになったのは、現地との協力
による保存・共有型の収集事業です。そこで
は、史資料の現物は、当該地に残したまま、
それを現地においてマイクロ化したりデジタ
ル化して、その成果のみを本国に招来すると
いう方法がとられています。そして、それを
ネットワークにのせて共有していくのです。
それが、史資料収集のごく当たり前のあり方
となっているのです。時には、それをさらに
一歩進めて、例えば、良好な蔵書が市場に出
て散逸しそうになると、それをアメリカ側が
丸ごと買取るのですけれども、それを本国に
持ってくるのではなく、買取った上でその資
料を維持管理するための財団を現地に作り、
さらには図書館までも建ててしまうのです。
そして、現地の人々をマイクロフィルム化あ
るいはデジタル化の技術者として養成し、現
場においてその作業を行わせるわけです。そ
してその成果だけを本国に持ってくるわけで
す。その良好なコレクションは、建設された
図書館において、公開されてゆくわけです。
史資料をめぐって、こうして保存・共有・人
材育成・技術移転といったことが、一挙に
達成されてしまうのです。これを戦争に敗れ
ることのなかった旧帝国の方法論上の洗練だ
といってしまえば、確かにそうなのでしょう
が、やはり我々はそうした発想を持ち得ない
ままに戦後のときを過ごしつつ、アジア・ア
フリカの地域研究を語ってきたのではないか
と思われます。少なくとも、アメリカとイギ
リスによって行われているこうした事業のこ
とを知ってか知らずか、座視してきたのは確
かだと思います。しかし、もはやそのような
時ではないことは、明白です。我々の COE
では、今申し上げた日本における欠落部分を
補うためにネットワークの構築に大きなエネ
ルギーを注ぎたいと思います。それから史資
料の所蔵機関や研究機関のあいだに協力関係
を打ち立てることで、史資料の保存・共有の
路を探りたいと思います。そして版権の処理
が終わったものについては、デジタル化して
日本国内のみならず世界の情報ネットワーク
にのせてゆきたいと思っております。すでに
先行プロジェクトが推進されているアメリカ
とイギリスの史資料収集ネットワークに参加
することによって彼らが集めたものの恩恵を
受ける一方で、日本国内における史資料を彼
らに提供していきたいと思っております。そ
して、そのいずれをも日本国内において共有
していきたいと思います。つまり我々は、ひ
とりこの大学だけが、あるいはひとり日本
だけが史資料面において充実すればいいとい
うような観点からこのプロジェクトを動かし
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ているわけではないのです。あくまでもこれ
は、資料を持っている当該地域との連携のも
と、文化資産総体の保存にコミットし、その
上で研究のレベルアップを図ってゆきたいと
いうことなのです。
　こうした理念を掲げまして、昨年 10月以
来、今日に至るまで数ヶ月活動してきたわ
けですが、すでに幾つかの大きな企画が立ち
あがってきております。一つには今申し上げ
ましたイギリス国立図書館に、我々がリエゾ
ンオフィスと呼ぶ海外拠点を設置することが
決まり、包括的マイクロフォーム化プロジェ
クトが動き出しました。それにより、イギ
リス国立図書館が保有するアジア･アフリカ
地域の言語資料をカタログごとに、恐らくは
数万の単位だと思いますけれども、マイクロ
化して日本に招来したいと思っております。
また、同じロンドンにある SOASにも、研
究拠点を構える話が進んでおります。SOAS
は、本学との協定校ですから、セミナーな
どの活動が活発に展開されるものと思われま
す。それからもう一つ、インドのデリーにあ
る Centre for Studies of Developing Societiesに
もリエゾンオフィスを設けることが決まって
おります。そこを拠点として、インドが保有
している資料の共有化をはかりたいと思って
おります。それから、東南アジアにおいても
同じようなリエゾンオフィスの開設を考えて
おります。さらにアメリカでは、ワシントン
にある議会図書館とシカゴ大学がアジア･ア
フリカ史資料の収集では基幹センターとなっ
ておりますから、そのどちらかに近々リエ
ゾン・オフィスの開設をはかりたいと考えて
おります。こうした形の史資料ネットワーク
が、来年度の 4月以降に立ち上がることが確
実となっております。さらに、史資料の収
集・保存・共有の事業の方も着実に進展を
しておりまして、我々のメンバーの一人が
モンゴルを訪れまして、モンゴルの国立国会
図書館、公文書館と保存資料のデジタル化プ
ロジェクト推進のために覚書を交わしており
ます。これは来年度早々に実施に移されるで
ありましょう。また、拠点本部には予想外に
多くの資料が集まりまして、マイクロフォー
ムを入れますとすでに一万点を越えておりま
す。今後、それらの書誌データを OPAC 入
力するとともに、ネット上においてもデータ
を公開してゆくつもりです。
　そして、本日のこのシンポジウムにおいて
は、個々の場面で史資料と格闘されてきた司
書とアーキビストの方々が、研究者と席を同
じくすることでアジア･アフリカ研究のある
べき姿、あるいはアジア･アフリカ研究を支
える史資料のあるべき姿を論じていただきた
いと思います。おそらく、皆様は個々人では
かなりの努力をされてきたのだと思っており
ます。ただ、それが横のつながりで結びつく
ことは難しかった。そうした状況をなんとか
このプロジェクトが動いている 5年の間に改
善できればと思っております。特に、日本に
おいては不在が言われて久しいアーキビスト
との連携は重要であると思います。我々はも
ちろん図書館学や文書館学の専門家ではあり
ませんから、アジア･アフリカの史資料に精
通した司書やアーキビストの養成を担うこと
はできませんが、その育成に側面からコミッ
トすることは可能ではないかと思っておりま
すし、またその必要があるかと思います。わ
けても、アジア･アフリカ研究を支えるよう
なアーキビストの不在ということに対して
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は、側面からではなく、これは正面から声を
大にして日本の学界や社会に訴えかけていき
たいと思っております。そうした思いを込め
まして、今日は出発点となるシンポジウムを
開催することになったわけでございます。今
日お招きした安藤先生、それから北村先生、
そして、我々の COEプロジェクトのフェ
ローである松本の御三方にはそれぞれの今ま
での経験の中から個々の問題を提示していた
だくととともに、将来のあるべき研究環境や
ネットワーク、あるいは史資料状況について
お示しいただきたいと思います。そして、最
後に統括討論として会場のフロアにいらっ
しゃる皆様方からご意見なりご質問を受け
て、このプロジェクトをさらに先に進めてい
く手がかりにしたいと思っております。我々
は、ネットワークの構築というものを考えて
おりますので、もし、この趣旨なり我々の理
念と目標に少しでも賛同をいただけ、また関
心をお持ちの方は是非、受付の名簿にご連絡
先をお示しいただければと思っております。
少なくともこのプロジェクトは中間評価をク
リアすれば 5年間は継続いたしますので、そ
の間に今述べました日本の地域研究におけ
るあるべき史資料状況についてなんらかの提
言をできるようになればと思っております。
少々、時間を長くかけてしまいましたけれど
も、拠点リーダーといたしまして、以上のこ
とだけはご挨拶で申し上げたいと思います。
どうもありがとうございました。
